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ごめんねなんて言わせない

尼崎市立小画北中学校 下 年 小 助川 慶 一

ぽ 概【蠅 鍮 峯 」轡 簿

高校がちがつても、変わらず姉弟同士で仲良

くしている。ちよっとだけ変わ?て V)ること

は姉の友達は車いすに乗つているとヤ】うこと

だ。四人の中で一番明るく、のんびりしてい

る僕たち姉弟は、ぼんやりしていると置いて

↓ヽかれそうになりあわてて追いかける。そん

窒智写経嚢宮陽登2寧鼎 1総 熱 、

1宮お窒沫友漢たちは子どもたちだけでご‐
魯岳倉:禄骨室る京2をニーEる[景暑魯二徴‐
旱集真実行寡黒辱埠志ムかりできあん払、じ

「ごめんね慶君古」

と言つ て くれた。

その 自の帰 り道、           |
‐「なんで止めたかわかる ?」

と、姉に聞かれた。僕は全 く思い当たらなか

に車いすをたたんで置いていた。僕の姉い、

K三ダ旦あ糸レうど晃託無七露冴子除単禾糸
んばつてもできにくい事をしていた。それら

の行動を二人はさりげなくやつていたので、

僕は全く気付かなかつた。隊長も

「あゲがとう、ごめん。」
を言つていなかつた。それぐらいみんなが、

平緩奮あ皇楓宇iまありがとうや、ごめんなさ
いを言わせる道具じやないんだよ。」

と姉は言つた。
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